
1科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査概要

人

人

標本数

1.0%

14.1%

27.1%

25.4%

32.4%

1.1%

わからない
全く関心がない

関心がない

関心があるともないとも言えない

関心がある

とても関心がある9.5%

34.0%

32.0%

17.0%

6.3%
1.1%

Q1 Q2 Q3
科学・技術の関心の有無

Q6
重要な科学・技術の問題の政策形成に対して、
あなた個人がもっている影響力

Q7
重要な科学・技術の問題の政策形成に対して、
あなた個人がもつべき影響力

無回答
わからない

いいえ

はい19.5%

76.6%

2.9%
1.0%無回答0.0%

無回答

わからない

見つけられなかった。探している情報は見つけられない

見つけられた。しかし、その内容を理解することは難しい

見つけられた。大抵、その内容は容易に理解できる14.1%

27.1%

25.4%

32.4%

1.1%

無回答 無回答
わからない

全く影響力をもたない

あまり影響力をもたない

ある程度の影響力をもつ

大きな影響力をもつ7.0%

25.6%

39.0%

24.7%

3.7% わからない

全く影響力をもたなくてよい

あまり影響力をもたなくてよい

ある程度の影響力をもつべきだ

大きな影響力をもつべきだ6.0%

49.2%

30.8%

8.9%

5.2%

Q4
新しい技術や製品について
通常どのように感じるか

無回答
わからない

新しい技術や製品は、積極的には使わない

新しい技術や製品は、
周囲の多くの人が使っている様子をみてから使う

新しい技術や製品は、まず試した人の様子をみてから使う

新しい技術や製品を、いつも誰よりも先に試してみる6.9%

32.6%

43.6%

14.5%

2.4%
0.0% 0.0% 0.0%

科学・技術に関する情報を
積極的に調べることの有無

過去、科学・技術の情報を調べた際、
探している情報を見つけることができたか

科学技術イノベーション政策に関する国民のニーズ・ 意見や関与等を調査して、
幅広く国民が政策形成のプロセスに参画できる社会システムの構築を推進する。

1 科学技術への関心、 理解度、 情報収集などについて
2 科学技術イノベーション政策形成に対する自己の影響力の主観的評価について
3 日本国内の各種政策と科学技術イノベーション政策への関心、 評価などについて
4 科学技術の進歩に寄与する組織 ・人・ 共同関係について
5 新技術 ・ 新製品に対する態度について
6 ライフスタイルについて

1 調査地域
2 調査対象
3 標本数
4 有効回収数  

5 調査方法  

6 調査時期

1 母集団  :  全国 16 歳以上の日本国籍を有する者
2 標本数  :  2 ,000 人
3 地点数  :  140 地点
4 抽出方法  :  層化 2 段無作為抽出法

全国
16 歳以上の日本国籍を有する者
2,000

887(44.4%) 

調査員による面接聴取法
平成 25 年 12 月 12 日 ~12 月 23 日

SURVEY
OVERVIEW
科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査目的

主な調査項目

* なお、 調査時にはタイトルを 「くらしと科学技術に関する意識調査」 として実施した。

調査設計

標本計画

全国 16 歳以上の日本国籍を有する者

有効回答数

887

約

約

2,000

120000000

800000

全国 140 地点



無回答
わからない

全く重要でない

あまり重要でない

どちらともいえない

やや重要である

非常に重要である

科学技術ｲﾉﾍﾞｰｼ ｮ ﾝ政策

教育政策

文化・スポーツ政策

観光政策

国防政策

途上国支援政策

公共事業政策

防災・減災政策

震災復興政策

農林水産政策

産業政策

雇用政策

環境政策

エネルギー政策

情報通信政策

暮らしの安全・安心政策

子育て支援政策

医療・介護政策

年金政策

Q8 Q9

Q11

国民として科学・技術の進歩をリードして
くれると安心できる組織・人・共同関係

組織や人などがもたらす科学・技術の情報を、
どの程度信頼できるか

Q13
政策担当者の立場となって回答する中で、
感じたり、考えたりしたこと
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0.
0

無回答
わからない

全く安心できない

あまり安心できない

どちらともいえない

やや安心できる

とても安心できる

大学、行政、企業が連携して

国立・公立研究所と大企業が
連携して

国と大企業が連携して

国と国立・公立研究所が
共同して

様々な領域の研究者が共同して

国と国民が協力して

国立・公立研究所

特定非営利活動（ＮＰＯ）法人

国民のニーズ・意見

日本の大企業

政  府

科学者

地方自治体
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有名な科学者

科学 ・ 技術を題材にした
有名なテレビ番組

世界のグローバル企業

日本政府

日本の大企業

マスコミ ( テレビ ・ 新聞等 )

国立 ・ 公立研究所

政  府

科学者

地方自治体
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0政策担当者というより、

個人的な関心で配分してしまった

課題の多さに対し
予算が限られすぎている

日本の抱える課題が多過ぎる

どれも必要な政策だ

必要のない政策が多すぎる

未来をみて配分すべきだ

改めて国の政策について考えた

人材に重点的に
配分すべきだ

政策担当者の立場になってみると、
予算配分は難しい

2科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査概要

日本の国や国民全体に
とって重要な政策項目

Q10
科学技術イノベーションを促進すると思うこと
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1科学技術イノベーションで

大きく成功した企業が増加すること

科学技術イノベーション政策に対する
国民の支持や関与

国民から国へ意見を伝えること

だれにでもわかりやすい
科学技術情報伝達

科学教育

規制緩和

無回答
わからない

全く促進しない

あまり促進しない

どちらともいえない

やや促進する

とても促進する

無回答
わからない

全くそうではない

そうではない

どちらともいえない

そのとおり

全くそのとおり
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無回答
わからない

全く信頼できない

あまり信頼できない

どちらともいえない

やや信頼できる

とても信頼できる
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[%]



Q14

無回答
わからない

全く敏感ではないと思う

敏感ではないと思う

どちらともいえない

敏感だと思う

とても敏感だと思う5.5%

22.5%

37.5%

26.7%

7.4%

0.2%
0.0%

0.0%
0.0%

Q15

無回答
わからない
とても少ない

少ない

どちらともいえない

多い

とても多い9.2%

33.7%

24.5%

25.5%

7.1%

Q17
過去１年間のうちに、
余暇を利用して足を運んだことのある施設

Q18
ふだん科学技術に関する
情報を得ている媒体

Q19
科学技術への関心と理解を深める
機会や場は十分にあると思うか

Q16

無回答

わからない

どれもない ( 時間はない )

日祝日の夜間

土曜日の夜間

月～金曜日の夜間

日祝日の日中

土曜日の日中

月～金曜日の日中

3科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査概要

無回答

わからない

どれもない

その他

観戦スタジアム

野球 ・ サッカー ・ テニスなどの
運動場

プールやジム

寺社仏閣

競馬 ・ 競艇 ・ 競輪

パチンコ

TDL･USJ などの
テーマパークやレジャー施設

遊園地

児童館

劇　場

映画館

美術館

博物館

科学館

植物園

水族館 ・ 動物園

図書館

無回答

わからない

特にどこからも得ていない

その他

家族や友人との会話など

企業の宣伝イベント、 広告、 カタログ

シンポジウム、 講演会、
大学や研究機関のイベント

図書館

科学館 ・ 博物館

書　籍

新聞、 雑誌

インターネット

ラジオ

テレビ

無回答

わからない

あまりそう思わない

そう思わない

どちらかというとそう思う

そう思う

自分自身が流行に
敏感だと思うか

友人や知人に誘われて
外出することが多いか

趣味や習い事やレジャーなどの
余暇活動にあてることのできる時間

33.1%

38.3% 83.2%

14.2%

40.0%

60.7%

17.5%

7.4%

9.5%

5.4%

13.8%

20.6%

0.3%

5.2%

0.1%

0.0%

9.7%

27.5%

45.4%

10.6%

6.7%

0.1%

32.9%

14.8%

13.8%

19.3%

29.8%

44.3%

15.8%

7.6%

25.1%

24.5%

9.0%

3.8%

40.0%

17.7%

23.3%

13.6%

6.2%

11.2%

0.3%

0.0%

34.3%

46.1%

17.1%

16.9%

12.9%

15.6%

1.5%

0.3%



4科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査概要

F1
性別

女性男性 46.8% 53.2%

F2
年齢

20-2
4
歳

16-1
9
歳

25-2
9
歳

30-3
4
歳

35-3
9
歳

40-4
4
歳

45-4
9
歳

50-5
4
歳

55-5
9
歳

60-6
4
歳

65-6
9
歳

70-7
4
歳

75-7
9
歳

80
歳以
上

5.
2%

4.
5%

3.
9%

4.
6%

6.
0%

8.
8%

6.
9%

7.
6%

9.
6%

10
.6
%

8.
7%

10
.8
%

6.
5%

6.
3%

最終学歴

無回
答

わか
らな
い

大学
院

大学
（及
び旧
制高
校）

短大
・
専門
学校

高校
（及
び旧
制中
学校
）

小学
校
・
中学
校

12
.3
%

43
.6
%

19
.5
%

22
.2
%

2.
1%

0.
1%

0.
1%

F3

（及
び旧
制小
学校
）

F5
１５歳くらいまでで、
おもに過ごしたところ

無回
答

わか
らな
い

地方
の町
村

地方
の中
小都
市

大都
市の
郊外
また
は近
郊

大都
市

14
.0
%

9.
7%

37
.2
%

38
.6
%

0.
2%

0.
3%

F6
現在の職業

無回
答

わか
らな
い

その
他の
無職
（無
職）

学生
（無
職）

主婦
・主
夫
（無
職）

労務
職
（雇
用者
）

事務
職
（雇
用者
）

専門
・技
術職
（雇
用者
）

管理
職
（雇
用者
）

自由
業
（家
族従
業者
）

自由
業
（自
営業
主）

商工
サー
ビス
業
（家
族従
業者
）

商工
サー
ビス
業
（自
営業
主）

農林
水産
業
（家
族従
業者
）

農林
水産
業
（自
営業
主）

2
.1
%

1
.4
%

4
.3
%

1
.7
%

3
.9
%

0
.7
%

4
.3
%

13
.0
%

10
.3
%

14
.7
%

2
1
.1
%

7.
2
%

14
.7
%

0
.1
%

0
.7
%

F4
最終学歴の専門分野
(F3で「短大・専門学校」「大学」「大学院」と回答した人のみ)

無回
答

わか
らな
い

物理
系～
薬学
系以
外の
分野

薬学
系

歯学
系

医学
系

農林
水産
学系

理学
・
工学
（数
学系
）

理学
・
工学
（地
学系
）

理学
・
工学
（生
物系
）

理学
・
工学
（化
学系
）

理学
・
工学
（物
理系
）

8.
7%

2.
1%

2.
3%

0.
3%

3.
6%

1.
3%

5.
7%

1.
5%

2.
1%

71
.5
%

0.
3%

0.
8%



5科学技術イノベーション政策に関する世論調査

調査概要

F7 これまでで、一番長く働いていた職業

無回
答

わか
らな
い

その
他の
無職
（無
職）

学生
（無
職）

主婦
・主
夫
（無
職）

労務
職
（雇
用者
）

事務
職
（雇
用者
）

専門
・技
術職
（雇
用者
）

管理
職
（雇
用者
）

自由
業
（家
族従
業者
）

自由
業
（自
営業
主）

商工
サー
ビス
業
（家
族従
業者
）

商工
サー
ビス
業
（自
営業
主）

農林
水産
業
（家
族従
業者
）

農林
水産
業
（自
営業
主）

今ま
で仕
事に
就い
たこ
とが
ない

1
.0
%

1
.0
%

1
.0
%

1
.3
%

4
.5
%

13
.9
%

2
3
.4
%

18
.1
%

10
.2
%

11
.0
%

1
.6
%

5
.8
%

2
.2
%

0
.0
%

2
.4
%

2
.6
%

F8
子どもの有無

無回答

75.3% 24.5%

0.2%

いる いない

F10
過去１年間の
世帯収入(税込)

無回
答

わか
らな
い

1500
万円
以上

1000-1
500
万円
未満

800-1
000
万円
未満

600-8
00
万円
未満

400-6
00
万円
未満

200-4
00
万円
未満

200
万円
未満

10
.5
%

25
.4
%

15
.9
%

11
.7
%

5.
9%

23
.3
%

2.
6%

2.
0%

2.
7%

F9
子どもの現在の就学状況

就学
前

小学
校低
学年

小学
校中
学年

小学
校高
学年

中学
校

高校 専門
学校
短期
大学
大学 大学

院
社会
人

その
他
わか
らな
い

無回
答

12
.4
%

5.
8%

3.
3%

5.
1%

8.
2%

8.
7%

1.
2%

0.
7%

6.
0%

0.
9%

70
.4
%

0.
3%

0.
0%

0.
1%

F13
調査結果冊子郵送
希望の有無

無回答

45.9% 53.4%

0.7%

希望する 希望しない

町村小都
市 (1

0
万人
未満
市 )

中都
市 (1

0
万
人
以
上
市

)

大都
市 (2

1
大市

)

23
.1
%

41
.7
%

25
.1
%

10
.0
%

F11
都市規模

九州四国中国近畿東海東山北陸関東東北北海
道

3.
6%

7.
0%

28
.0
%

5.
5%

4.
6%

11
.5
%

15
.2
%

7.
0%

3.
2%

14
.4
%

F12
地域ブロック


